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　 この報 告書 は 、 日本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪収 益 の一部 で あ

る機 械 工 業振 興 資 金 の 補 助 を 受け て 、昭 和56年 度 に実 施 し

た 「マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の応 用 に関 す る調査 研 究」 の一 環

と して と りま とめた もの で あ ります 。



は じ め に

{
『

　 当 協 会 マ イ クロ1ン ピ ュ日夕振 興 セ ンタ ー(MCC)で は,マ イ コン産業 振 興 の一 環 と して昭和

53年 度以 来 マイ ク ロコン ピ ュ ータ応 用 システ ムの高 度化,シ ステム開 発 の効 率化 な どにつ なが る基

礎的.共 通 的,先 導 的技 術 に つ い て,シ ス テ ムハ ウスを 中心 に委 託 開発 を行 うこ とにな り,我 が国 の

マ イ コン産業 の技 術 力 の育 成 ・強 化 に つ とめて い るが,昭 和56年 度 に おい て は次 のテ ーマ につ い て

委 託 開発 を行 った。

　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　 〔 〕内 は委 託先

　 　 　　 　 ①1/Oシ ミュ レータ 〔㈱ テ ィ ー ・エ ス ・デ ィ 〕

　 　 　　 　 ② マ イク ロコ ンピ ュ ータ用 リア ル タ イム ・モ ニ タ ブ・グ ラム 〔 日本電 気 ソフ トウェア㈱ 〕

　 　 　　 　 ③ イ ンテ リジ ェン トデ ィス クユ ニ ッ ト〔萩 原電 気㈱ 〕

　 　 　　 　 ④ マル チ プ ロセ ッサ用開 発支 援 シス テム 〔㈱ デ ジ タル 〕

　 　 　　 　 ⑤ パ ケ ッ ト交換 網 用 汎用 端 末機 〔コン ピュ ータ ネ ッ トワー クサ ー ビス㈱ 〕

　 　 　　 　 ⑥ リアル タイムFFT演 算 装置 〔㈱ エ ー ・デ ィー ・エ ス 〕

本 報 告書 は上 記 の テ ーマ の うち 「パ ケ ッ ト交 換 網用 汎 用 端末機 」 の開 発 に 関 す る成果 を ま とめた も

ので ある。

　 こ こに委 託 開 発 に あた り ご指導 ・ご協 力 いた だいた 関係 各位 に対 し厚 ぐお礼 申 し上 げ る と ともに,

これ らの開 発 システ ム が広 ぐマイ ク ロコ ン ピュ ー タ応 用 シス テム の開発 に携 わ る方 々 に利用 され,我

が国 のマ イ ク ロ コン ピュ ータ産 業 の一 層 の発展 に寄与 す るこ とが で きれば 幸 い で あ る。

昭和57年3月
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1.概 要'

●

1.1　 シ ス テ ム の 目 的

　 本 「パ ケ ッ ト交 換網 用 汎 用 端 末機 」は,日 本 電 信電 話公 社 か ら最 近 サ ー ビスが開 始 され た パ ケ ッ

　 ト交換 サ ー ビスに加 入 して 使 用 で き る汎 用端末 機 で あ る。

　 本 端末 機 の タ ー ミナル ・コ ン トロ ー ラ(T.C.)は,外 方 向 に は1本 の電 電 公 社 パ ケ ッ ト回線 を,

また内 方 向 には複 数台(最 高8台 迄,実 装2台)の ワー ク ・ス テ ー シ ョン(W.S.)を 接 続 で きる。

　 パ ケ ッ ト回 線 の接続 加 入 線 は1本 で あ るが,パ ケ ッ ト多重機 能 に よ り複 数 のW.S.が,そ れ ぞれ 異

地 点 に設置 され てい'るホ ス ト ・コ ン ピュ ー タと同時併 行的 に通信 で きる。

　 本 システ ムは,之 の よ うに純粋 パ ケ ッ ト端末 機 と して利 用 で きる他,タ ー ミナル ・コン トロー ラ

　(T.C.)の 機 能 を利 用 すれ ぱ オフィス ・オLト メー シ ョンの要 の一つ と して最 近 とみ に脚 光 を浴 びつ

つ ある インハ ヴス用 ロ ーカル ネ ッ トワーク と外 部 パ ケ ッ ト網 との プ ロ トコル変換 ゲ ー トウェイ と し

て発 展 させ る こ ともで きる。

1.2　 ハr.ド ウ ェ ア

(1)概 　 　'要

　 本 端 末 機 は タ ー ミナ ル コ ン トロ ー ラ(T.C.)とCRT・ キ ー ボ ー.ド ・ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(W.S.)

　 よ り構 成 さ れ る。

　 　 T.C.は マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タLSI11/23,及 びLSI11/23シ リ ー ズ と して 準 備 され て い る

周 辺 装 置 とそ の イ ン タ ー フ ェ ー ス よ り構 成 す る。

　 　LSI11/23シ リ ー ズ は 次 の 特 徴 を持 つ 。

　 ① 安 定 した オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

　 ② 周 辺 装 置 はQパ ス で 結 合,そ の他 イ ン タ ー フ ェ ー ス が 明 確 化

　 ③ 周 辺 装 置 イ ン タ ー フ ェ ー ス の モ ジ ュ ー ル 化 に よ る可 変 性,拡 張 性

　 　ま た,W.S.は 市 販 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を利 用 す る 。

② 　ハ ー ドウ エア構 成

電 公々社

パケ ット回線へ

ター ミナル

コン トロー ラ

　 (T.C)

○

ステーション

　 　 #1

ステーション

　 　 #2

FDD

注 　 T.C.… … … 　 DEC社 製LSI1レ23を 使 用

　 　 W.S.… … … 　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ(市 販 品)を 使 用
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(3)外 観 図

タ ー ミナ ル コ ン ト ロー ラ ー

巾 　 48em

奥行540m'

高 さ 　40㎝'
W.S.#2
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(4)T.C.ハ ー ドウ ェ ア 内 部 構 成 図

Qバ ス
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.111・/23

メ モ リ

MSV11

フ ロ ッ ピ ー

イ ン ター:フ ェ イ ス

　 .RXV　 21 ○

フロッピーディスク装置
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　 　 S.1.O、 』

イ ンタrフ ェイス(4CH)

　 　 DLV　 11
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イ ス一
　 　 　 　 　パ ケ ッ ト網 イン ター フ ェイ ス

1

l
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1.5　 ソ フ トウ ェ ア 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　{

(1)T.C.ソ フ トウ ェア概 要

　 本端 末機 は.タ ー ミナル コン トロ ーラ(T.C.)とCRTキ 」.ボrド ・ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

　 (W.S.)よ り構 成 され てお り,そ れ ぞ れ に ソフ トウェア を組込 む こ とに よ り,本 パ ケ ッ ト交換 網 汎

用 端末機 の機 能 が働 ぐ様 に設 計 されて い る。

　 　T.C測 に つ い ては,機 能 別 に4つ の プ ログ ラム よ り構 築 され て お り,以 下,プ ログ ラム別 の仕 様

につ い て述 べ る。

　 　 　 OS

(オ ペレーティング ・システム)

/・
UCCP

憾耀=㌫

t
　MCP

-(　MA.IN　 CONTROL

　 PROGRAM

1

＼

(含 メニル ボ ックス)

'

＼

DCCP

ぽ 蹴 、

　 S.LO

イ ン ター フ ェイ ス

1
AA

い
い

W
S
8

W
S
3

W
S
2

W
S
1

、

(a)プ ロ グ ラム

　 　 OS,　 MCP,　 UCCP,　 DCCPの4つ の プ ロ グ ラ ム よ り構 築 さ れ る 。

(b)OS

　 　 システ ム全 体 の制御 を行 いMCP,　 UCCP,　 DCCPKの 制御 の受 渡 を管 理 す る。

　 　 LSI11/23に は安 定 した既 存 のOS(RSX-11M)が あ り,そ れ を使 用 した。

(c)MCP

　 　 OSの 管 理 の も とにUCCP,　 DCCPと の デ ータの受 渡制 御 各W.S.お よ・びパ ケ ッ ト網 の状

　 態 の把 握等 ア プ リケ ー シ ョン プ ログ ラム の全体 管理 を行 う。

■
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　(d)UCCP

　　 　 電 電 公 社 パ ケ ッ ト交 換網 との通 信佑1脚を行 う。.このフ。ログラムを総称 してUCCP(UP-LINE

　　 COMMUNICATION　 CONTROL　 PROGRAM)と 呼 ぶ。

　(e).DCCP

　　 　 下位 のCRTキ ーボ ー ドワー クス テ ー シ ョン(複 数)と の通徹1脚 を行 うeこ のプログラムを総

　　 称 してDCCP(DOWN-LINE　 COMMUNICATION,CONTROL　 PROGRAM)と 呼 ぶ。

　(f)デ ータ フ ロー とバ ッフ ァ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .、

　　 　 パ ケ ッ ト網,W,/Sよ りのデ ータは一 旦 メモ リ上 に読 み こまれ,処 理 す るべ きモ ジ ュール に渡

　　 され る。　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 "

　　 　 各 モ ジ ュ ール で作 成 された 返答 も一 旦 メ モ リ上 に置 かれ,所 定 の モ ジ ュール に渡 され る。・

(2)WSソ フ トウ ェア概 要

　 ワーク ス テ ー シ ョン プ ログ ラムは,本 端 末 システ ムに複数 台(納 入 シス テム では2台)装 備 され

る,入 出力用CRT/キ ーボ ー ドの制御k・よび これ か ら入 力 され る コマン ドの分 析,並 び に これ らに

附 随 す る ワー ク ステ ー シ ョン と して.の機能 を実 行 させ る プ ログ ラム であ る。

　 WSプ ログ ラム は,大 別 す れば2個 のモ ジュ ール に よ り構 成 され る。 プ ログ ラム本 体 部分 とT.C.

との通信を琴行ずるプ ログラムであ る。 開 発言 語 と しては 前者 はBASICを,後 者まASSEMBILERを 使

用 した。

　 WSプ ログ ラム は,　TC側 フ ロ ッピ ーデ ィス ク上 に格 納 され て お り,WS立 ち 上 げ時 にWSか ら

の要求 でT.C.か ら送 り込 まれ て稼 動 す る。　 　 　 　 　 　 　 .　 .　　 　 　 　 　 　 　 ・　 　 '
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2.オ ペ レ ー シ ョ ン の 概 要

2.t　 T.C.の イ ニ シ ャ ラ イ ズ と リ ン ク レ ベ ル の 確 立'

　　T.Cta　 Power　 Onし てIPL手 順 実 行後 プ ログ ラム を ロー ド,実 行 す る こ とに よ り稼 動 状 態 とな

　る。(IPL手 順 は オkレ ー シ ョン方法 の とこ ろに 記載)

　　T.Cプ ログ ラ'ムが稼 動 状態 と 浸れ ば 直ちva　U.P.-L'ine側 の回線 に対 』して,　 リング レベ ル の通 信

　リンク の確立 を行 ないStand-byす る。 た だ し,こ の時 点 で はDoun-Line側 の各W.S.と は,論

理 的 に は接続 され て い ない。

2.2　 ワ ー ク:ス テ ー シ ョ ン(W.S.)と マ1ス タ ー ス テ ー'シ ョ ン ・(M.S.)

　 　 ワ ー ク ス テ ー シ ョン は 電 源 立 ち 上 げ 後,T.C.側 の フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か 『らT.C.-W.S.間 接 続 ケ

　 ー ブ ル経 由 で プ ログ ラ・ム を 読 み 込 み,稼 動 す る。『W.S.の うちT.C.のDOWn　 Lineポ ー ト1に 接 続

さ れ るW.S.は マ ス タ ーkテ ー シ ョン(MS.と 略 す)の 働 き を もつ 。

M.S.は 他 の 各W.S.と 同 様 の働 き を も つ 他,'M.S.の み が 許 さ れ る特 殊 な コ マ ン ドの 受 入 お よ び そ の

実 行 を さ せ る と と が で きる。

　 　眠S.は 他 の 各W.S.と 同 様 に,最 初 はT.C.へ の 接 続 コ マ ン ドに よ りT.C.と 論 理 的 に 接 続 さ れ た

状 態 と な り,以 後 他 の コ マ ン ドの 入 力 が 可 能 と な る。

2.5　 W.S.の キ ー ボ ー ド と フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー

　 w.s.キ ー・・'・一 ドの キ ー配 列 は 下図 の女・ぐで あ る・ 最 鍛 の5個 の キ ー(0-⊂=三 ⊃)

は ファ ン ク シ ョン ・キ ーで あ り,シ フ トキ ー との組 合 せ に よ り合計10種 の プ ログ ラ ム・フ ァン ク シ

　 ョン ・入 力が 可能 で ある。 本 シス テム では フ ァン ク ション ・キ ーを各 種 コマ ン ドの入 力用 に使 用 し

　て い る。 以 下 各 ファ ンク シ ョン ・キ ーに関 し

　　　　シ・トキーを押さな場 合(≡)か ら0キ ーと呼び

　　　　シ・トキーを押した場合(0か ら0キ ーと呼ぶ.

　　　　　[卜1][■[⊃[ヨ[三 〕口 口圏
〔Σ圏割 園 匹〕〔コ回1[コE]E]〔司

呂匪 ヨEE厨 口[|日EコC〕 口 口 ・εTURN
国Eコ匡]EコロC〕Eコロ[]E]C]口[}〔 ⊃
・…T國回EE回 口回 口 〔コロ[コ ・・1・・

キーの配列

隠
口
口
∪
固

口
口
∪
口
]

口
口
口
回
ロ

魎
[]
口
口
ロ
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　次 項 で述 べ る様 に ファ ンク シ ョン(つAり コマ ン ド)の 内容 は ス ク リーンの最 後 段(第25行 目)

に,そ れ ぞれ の キ ーに対応 して常 に表 示 され る。

●

2.4　 W.S.ス ク リ ー ン の 使 用 方 法

　 　W.S.ス ク リーン の表 示 容量 は40(文 字/行)×25(行)=1000(文 字)で ある。 第25行 目

　は 下 図 の如 く,フ ァン ク シ ョン キ ーの内容(コ マ ン ド)が リバ ース表 示 され る。

　 　従 って,第1行 か ら第24行 間が 送信,受 信 情報,エ ラー,イ ンプ ッ トした コ マン ド等 の表示 域 と

　 して使 用 され る。

鼠㊨ 田臨 掴薗工 』 』 第25行 目

/
シフ ト・キーを押 さなか ったときの表 示

壁涯塁麺置一 工 麺三 一 第25行 目

/
シフ トキ　 シフ ト・キー を押 したときの表示

　 デ ィス プ レ三画 面 を使 用 す る際,下 記 の2種 類 のモ ー ドが選択 で きる。(タ ー ミナル ・モ ー ド

(TMOD)コ マ ン ド に よ り変更 可 能)

(1)タ ー ミナル ・モ ー ド1

　 画 面 全体 を単純 な スク ロール ・ア ッ プ方 式 で使 用 す るモ ー ド。 この モ ー ドに お いて は,第1行 ～

第24行 間 で送 ・受 信 デ ータ,エ ラ ニ,イ ン プ ッ トした コマ ン ド等 がす べ て 発生 順 に併 合 され た形 で

各1行 つ つ(1行 に収Aり 切 らな い テ キス トは2行,3行 と必 要 な行数 占め る)表 示 され る。 画 面

は上 に スク ロールア ップす る。
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(
一.L-　 1　 　 　 　 　 ⊥
↑　　 　!　　　　　　　　 　 ↑
　　　　　　　1

　　　　　　　l

　　　　　　　 l

　　　　　　　 l

　　　　　　　 l

　　　　　　第24行

　　㊨ 目m11tw{『{　 　　第25行

(2)タ ー ミナル ・モ ー ド2

　画 面 を下図 の様 に行 グル ープで分割 して使 用 す るモ ー ド。

1

2

14　 .

/〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

　　　　　　　　　　　 受信データ表示域

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

1:
:
:
-

-

:
;
1

ー

-
-

14

15

16

17

ー
-

-

-

ー
21

記

23

24

25

使 用せず(セ パ レー ター)

　 　 　 　 　 　 　 　 ・

送信(イ ンプ7ト)デ ー タ表 示域

R　 　 レスポンス域

A　 　 ア クシ 日ン表示 域

c　 入が∫能。マンド刻⑭　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

、　 一 ⌒ 謹聴 麗魎 』 　 ノ
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　 　　 各領 域 の説 明

　 　 (行)　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ・

　 　　 (1～14)　 受 信 デ ータ表 示 域

　 　　 　 　　 　　 　 ホ ス ト・コ ンピ ュ ー タか らの受 信 デ ー タが表示 され る。

　 　　 　 　　 　　 　 デ ー タは1～14行 間 で ス ク ロール ア ップ方式 で表 示 され る。　 　 　 ・

　 　　 (15　 )　 セパ レ ータ ー行

　 　　 　 　　 　　 　 この行 は使用 しない。 上段 の受 信 デ ー タ表 示 部 と,下 段 の 送信 デ ー タ表 示 部 の

　 　　 　 　　 　　 区 切 りを明 確 にす るため に置 かれ る。

　 　　 (16～21)　 送信 デ ー タ表 示域

　 　　 　 　　 　　 　 オ ペ レー タが入 力 した コマ ン ド,ホ ス トへ 送信 す るデ ー タ等 が表 示 され る。

　 　　 　 　　 　　 　 デ ータは16～21行 間 で ス ク ロー・ル ア ップ方式 で表 示 され る。

　 　　 (　 22　 )　 レス ポ ンス表 示域

　 　　 　 　　 　　 　 コマ ン ドに対 す る エ ラ ー表示 等 を行 な う。

　 　　 　 　　 　　 　 1桁 目に"RPが 常 に表 示 され,3桁 目か ら内容 が表 示 され る。't

　 　　 (　 23　 )　 ア ク シ ョン表示 域

　 　　 　 　　 　　 　 次 に取 るべ きア ク シ ョンにづ き プ ロン ト文 を表示 す る。

　 　　 　 　　 　　 　 1桁 目は常 に"A"が 表 示 され,3桁 目か ら内容 が表 示 され る。,、

　 　　 (　 24　 )　 入 力可 能 コマン ド表 示域 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　.』 　 　 　 ・,　 　 1

　 　　 　 　　 　　 　 次 に入 力可能 な コマン ドを表 示 す る。

　 　　 　 　　 　　 　 1桁 目 は常 に"Caが 表 示 され,3桁 目か ら内容 が表 示 され る。

　 上 記 の よ うに,CRT画 面 り使 用 方法 には2種 あ り,各 デ ー タの表 示 され る位置 は異 なる が,表

示 され る各種 情 報 の表 示 タ イ ミング 拾 よび内容 は原 則 と して同 じで ある。

2,5　 各 コマ ン ドの 概要

(1)TMoD・ マ ン ド(T・ ・mi・ ・1　Mod・ 変 更:0キ ー)

　　 スク リーン の使用 方法 に つ き,Terminal　 Mbde　 1訟 よび2の 設 定,変 更 を行 う。

(2)CON・ マ ン ド(C・nnec・:(三=三)キ ー)

　　W.S.をT.C.に 論 理 的 に接 続 された 状態 とす る。 以後,他 の一 般 の コマ ン ドの入 力 が可 能 とkる 。

(3)DIAL・ マ ン ド(Di・1:(=亘)キ ー)

　 本 コマ ン ドに よ りダ イヤ ル先 メニ ュ ーを表示 す る。 オペ レータが 相手先 を選 択す る と,T.C拡 パ

ケ ッ ト網 に対 し,ダ イ ヤ リングパ ケ ッ トを送 出 し,接 続 手続 きを行 う。 ダ イヤ リン グが成功 す れ ば,

相 手側DTEと 当該W.S.間 で1本 の論 理 チ ャ ネル(セ ッ シ ョン)が 確立 され,通 信 が可能 とな る。

(4)BYE・ マ ン ド(G・ ・d-B・ ・:(i=Dキ ー)

　 通 信 終 了後,こ の コマ ン ドの入 力に よ りセ ッ ションが解 放 され る。BYEコ マ ン ド実 行移 もW.S.

とT.C.間 のConnect状 態 は継続 され るの でそ の まx再 度DIALコ マ ン ドを入 力す るこ とがで きる。
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(5)DCON・ マン ド(Disc・nnec・:G=∋ キ → 　 　 　 　 　 　 ・L

　本 コ マ ン ドの 入 力 に よ りW.S.とT.C.の 論 理 的 接続 状態 が解 除 され る。

(6)DSP・ マ ン ド(Di・pl・y:0キ ー)

　 M.S.画 面 に各W.S.のConnection,　 Sessionの 状 況 を 表 示 す る。

(7)MSG・ マ ン ド』(M・ ・S・g・:(三=Dキ ー)

　 W.S.間 同 志 で メ ッセ ージ交 換 す る。

(8}INT・ マ ン ド(1・ …rup・:0キ ー)

　 現 在確 立 中 の セ ッ シ ョンを強制 中断 す る。

(9)CAN・ マン ド(C・ncel:0キ ー)　 　 　 　 　 　 一'

　 強 制 的 にDiscOnnect状 態 と す る。　F

ao)CAN。 コ マ ン ドCC・nce1:'@キ ー と通 常 キ ー ボ ー ド入 力 『

　 MS.か ら他 のW.S.を 強 制 的 にDisconnect状 態 とす る。 ・

　 　 (注)

　 　　 　 コマ ン ドに は,通 常 のW.S.か ら入 力可能 な もの と駈S.の み しか入 力 で きない特 権 コマ ン

　 　　 ドが あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

2.6　 会 計 お よ び 統 計 デ ー タ の 収 集 に つ い て 　 　 　 　 　 　t・

　 　T.C.は 稼 動 中,下 記 の 情 報 を フ ロ ッピ ・一デ ィス ク上 に蓄 積 す る。

　 ① 各W,S.のT.C.へ のConnect時 間 ・(CON入 力 時)

　 ② 〃 〃 か らのDisconneCt時 間(DCON入 力時)

　 ③ 各W.S.の セ ヅ シ ・ン確立 時 間,相 手 先 ゴー ド'(DIAL入 力時T)

④

⑤

⑥

⑦

⑧

〃

〃

〃

ノノ

セ ッ ショツ 解除 時 間(BYE入 力時)

セ ッシ ョン毎 に おけ る送信 パ ケ ッ ト数

〃

〃

レ　 ー

送 信 バ イ ト数

受 信 パ ケ ッ ト数

受 信 パ イ小 数

　 マ スタ ー端末 は,業 務 終 了後 上記 情報 を エ デ ィ ッ ドして各種 の 会計 およ び統 計 ア ウ・トプ ッ トを画

面に表示する。また,業 務実行中にもこれ らの情報にアクセスして,現 在の稼動状況等を照会,表

示することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :・　…　　　　　　　　　　 '
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3.オ ペ レ ー シ ョ ン 方 法

ろ,1　 全 般 的 な 手 順

(1)通 信準 備

　 (a)T.C.の イニ シ ァ ライ ズ(IPL手 順)

　 　 ①T.C.の フ ロ ッピ ーデ ィスク ・ドライ ブ0に システ ム デ ィス ケ ッ トを,ド ライ ブ1に プ ログ ラ

　 　 　　ムデ ィスケ ッ トを入 れ,Power　 Onす る。

　 　 ②T.C.のRESTART　 SWITCHセ ッ トす る ○

　　　　　"STARTuと 出るの:麗 質 鷹1二 ∴1-)

　 　 ③"Enter　 Todayts　 Date'と 出 る の で

　 　 　　 　 dd-　 mmm・-yy⑧ の形 式 で本 日の 日付 を入力

　 　 　　 　mmmは3桁 の英 字 月

　 　 　　 　 　　 (例:JAN,　 FEB,　 MAR,　 　　　　 )

　 　 　④"Enter　 Cu'rrent　Time　 uと 出 るの で

　 　 　　 　 hh:mm:ss⑧ の形 式 で現 時 間 を入れ る。

　 　 　⑤RUN　 PT160⑬(PT160と い う名 の プ ログ ラ ムの実 行)

　 　 　　以 上 に よ りT.C.の イ ニ シ ァ ライ ズが完 了 す る。

　 　(b)W.S.の イニ シァ ライ ズ

　 　 　①M.S.　 tsよ び他 のW.S.のCRTお よ びキ ーボ ー ド'のPower　 SwitchをOnと す る。

　 　 　　 　 BASICが ス ター トした表 示 お よび"OKロ が 出る の で

　 　 　②mOn⑧ と入 力す る。(モ ニ タ ー 使用)

　 　 　　 　 *が 表示 され るの で

　 　 　③G6600⑧ と入 力す る。(6600番 地 へ の強制Branch)

　 　 　　 　画面 に下 記表 示 が 出 て,プ ログ ラム をT.C.の フ ロ ッピ ーか ら呼 び 出 し中セ あることを示 す。

　　 受信 が終 了 すれ ば,プ ログ ラムが 自動的 に実 行 され,下 記表 示 され る と同時 に コマ ン ド入

力 が可 能 とな る。
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〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　 　 ④Terminal　 Modeの 選択

　 　　 　 上 記 ③ が終 了 し,READYが 表 示 され た時 点 で はTerminal　 Mbde　 1と な って い る。

　 　　 Terminal　 Mode　 1で 使用 す るば あいに は,こ の ま ま次 のス テ ッ プに移 る。

　 　　 　 Terminal　 Mode　 2で 使 用 す る場 合 には,　TMODコ マ ン ドに よ りモ ー ド変 更 を行 う。

　 　　 ⊂ 三⊃ キ ーを使 用 して ・ マン ド入 力す る。

　　　　　　　芒 嶽苦 ㍍_
　 　⑤MS.の コネ ク シ ョン

　　　　 ([=互)キ ー押下により,CONコ マン ドを入力する。　OKが 返ればコネクション成立

　 　　 を示 す。

　 　⑥W.S.の コ ネク シ ョン

　 　　 　 M.S.以 外 のW.S.も 上 記 と同様 手続 に よ りコネ ク シ ョンAで を行 う。(た だ し,MS.の コ

　 　　 ネク シ ョン確 立後 で な けれ ば,他 のW.S.か らのCONコ マン ド入 力は 受付 け られ ない。)

　 　　 以 上 に よ り,通 信 準 備 が完 了 す る。

　 　 MS.の み で通信 す る場 合 に は⑥ の手 順 は不要 で ある。

② 　通 信方 法

　 下記 の通信 手順 は阪S.,W.S.共 通 で ある。

① 　ダ イ ヤ リング

　 　　 (f・3)キ ー よ りDIALコ マ ン ドを入 力 す る と,下 例 に示 す画 面 が表示 され る。

01　 　3428561

《:,2　　236782弍

03　 　528922コ

CO門OSK

CONTYO

CONCEN

CO卜INET　 OSAKA

CO卜1NET　 TOKYO

COtvtNET　 CENTER

ダ イヤル す べ き相 手先 を選 び,そ のNO(行 の一番 前の数 字)を 入 力す る。

OKが 返 れ ば接 続完 了
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② 通 　 　信

　　 ホ ス ト・コ ン ピュ ー タの ア プ リケ ー シ ョン プ ログ ラム との約束 に従 って交 信 す る。

③ 通 信終 了 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　,

　　 　⊂ ⊃ キ ーに よ りBYE・ マン ドを入力 す る。

　　 セ ッシ ョン の切 断 が正 常 に実 行 されれ ば,今 回 の セ ッシ ョンに係 る統計 情 報 を表 示 し,(下 例

　 参 照),最 後 にOKが 表 示 され る。

SESSION　 　　　　14:35:2`)

　 DESTINATION　 　　XXXXXX

　 RECε1)ED　 P合CKETS

　 RE已EIVED　 BYTES

　 SENT　 　　　　P△Ck:ETS

　 SENT　 　　　 BYTES

8・白C
,〕

⊂
〕

8〔
.一

一
.∨

　 　 こ の時点 か ら再 度DIALコ マ ン ド入力 の と ころに戻 る こ とが で きる。

(3)終 了 手続

　 ①DCONコ マ ン ドの入力

　 　 ・・ネ ク トされ て い る各W.S.か ら(f・5)キ ー を使 用 してDCON・ マ ン ドを入力 す る。

　 　 ●この で ン ドを入 力す る と きに は・ 当該w・s・ は セ ・ シ ・ン終 了 中 とな・寧 な けれ ば な らな

　 　　 しro

　 　 ・MS.か らこの コマ ン ドを入 力 す る と きに は,そ れ に先 だ って他 のW.S.す べ て が この コマ ン

　 　　 ドを入 力 してDisconnect状 態 とな って い なけれ ば な らない。

　 　 ・OKが 出れ ば,当 該W.S.はT.C.か ら論 理 的 に切 断 された こ と,とな る。

　 　 ・MS.か らこ の コマ ン ドを入 力 した と きには,　 T.C.か ら切 断す る直 前に下 例 の如 き各W.S.ts

　 　　 の統 計情 報 を画 面 に表 示 す る。

SESSION　 　　　　1◎;26ご1(⊃

　 DESTINATION呂XXXXXX

　 　 RECEI)ED　 F'AC}::ETS

　 　 F:E已EI)ED　 BYTES

　 　 SENT　 　　　　F'AC};::ETS

　 　 SENT　 　　　　BYTES

5

0

4

3

〔ム
さ

2

　

2
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② 　 T.C.　 teよ び 各VS.のPower　 Offで 業 務 終 了

5.2　 各 種 接続 コマ ン ドの概 念お よ び イ ンプ ッ トす るタイ ミン グ

(1)概 　念　図

CONNECTION

　 CON

　 DCON

T.C.の システム立 ち上げに より

リンク・レベルは自動的に確立 され る。

HOST

Compu－

ρ

1

SESSION

DIAL

BYE

.② 　 イ ン プ ッ トす る タ イ ミ ン グ 　 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぐ

　 (a)M.S.お よびW.S.を 使用 す る際 には,必 ず先 ず最 初 に『CONコ マ ン ドを入 力 し,　TCへ の論

　 　 理的 な接続 状態 とな って い なけれ ば な らな い。 即 ち,W.S.が セ ッシ ョン確 立 す る と きは,そ の

　 　 W.S.はCONNECT状 態 で なけれ ば な らない。

　 (b)MS.以 外 のW.S.がCONコ マ ン ドを入 力す る と きは,　MS.が すでtZc　CONNECT状 態 とな

　 　 ってい なけ れば な らな い。

　 (c)MS.がDCONコ マ ン ドを 入 力 す る と きには,そ れ に先 だ って他 のW.S.の す べ てが この

　 　 コマ ン ドを入 力 して,終 了手 続 きが完 了 してい なけ れ ば な らな い。

　 (d)各 種 状況 条件 におけ る コマ ン ド入力 可 否 一覧 表'
●
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故S. 阪S.以 外 のWS.

Connect　 ion N　 Y　 Y N　 Y　 Y

Session N　 N　 Y N　 N　 Y

コ

マ

ン

ド

入

力

の

可

否

TMOD ○　○　○ ○　○ ○

CON ○　×　 × ○ 　 ×　 × ・

DIAL × 』○ 　 × ×　○　×

BYE ×　 ×　○ ×　 ×　○

DCON × ○敬 ×　○　×

DSP ×　○　○ 一 ー 一

MSG ×　○　× × ○ ×

ITR ×　 ○ ・σ ×　○ ○

CAN ○　○　○ ○　○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　 注1　 W.S.のDisconnect終 了後

　　　　　　　　　　　　　　　　 凡例:○ 入力可

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×　　〃不可　　　　　　　　・　 .　　　　 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　 W.S.で はそもそもこのコマンドは入力でき
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 ない。

(e)各 種 接続 コマ ン ドを イ ン プ ッ トす る タイ ミン グ図

　 　 　 　 　 　　 　M.S.'　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　 MS.以 外 のW.S.

)始開(

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

)

ー

ー

1

ー

ー

I

l

l

-

l

l

ー

ー

1

了終(

'

(　CON)一 一 … 一_一

三[∵
　 　　 DIAL)

セ

ッ

シ

ョ

ン

　 L-〈BYE)

(DCON)　 ____

一 』15一

　 　 　 CON)

i三〔∵
ン

　　 CDCON)

　　 (CON)

li〔 ㌻)
シ

菅 〔::;)
　 　 (DCON)

]



べ

N

5.　5　 特 殊 な オ ペ レ ーシ ョン の方 法

(1)イ ン タ ラ プ トと キ ャ ン セ ル

　 (a)イ ン タ ラ プ ト

　 　　 　 (f・8)キ ー押 下vaよ りINT(イ ン タ ラプ ト)・ マ ン ドを入 力 すれ ば,現 撫 立 中 のセ

　 　　ッ シ ョンを強制 的 に解 除 す る こ とが で きる。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ?

　 　　 本 コマ ン ドは2・回 つ づけ て入力 しなけれ ば実 行 され ない。

　 　　 　コマン ド入 力時 点 で セ ッシ ョンが 確立 され てい た な らば,セ ッ シ ョンの統計 情 報 はBYEコ

　 　　マ ン ド入力 時 と同様 に表 示 され る。　 　 　 　 　 .　　 　 　 　 　 　 　 ㌧・

　 　　 本 コマ ン ドが実 行 された後 は,T.C。,W.S.と もセ ッ シ ョンは解 除 状 態,コ ネ ク シ ョンは確

　 　 立 され た状 態 で あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 　　 　ホ ス ト・コ ン ピュ ータ側 でエ ン ドレス ・ル ープ とな った と きの打 ち切 りや㌧ ホ ス ト側 の処理

　 　　が相 当 長時 間 とな る業 務 で ホ ス トへ の依 頼後 途 中で業務 を打 ち切 りた い時 等 に本 コマ ン ドを用

　 　　い るo

　 (b)　キ ャ ンセル

　　　　 ⊂ 三)キ ー押下によりCAN(キ ・ンセル)・ マンドを入力すれば,そ のWS踊 る関

　 　 係 をT.C.,W.S.双 方 と も(も し,セ ッ シ ョンが確立 中 であれ ぱ,そ れ を先 に解 除 し)強 制 的

　 　　va　Disconnect状 態 とな る。

　 　　 本 コ マ ン ドは,2回 つ づ け て入力 しなけれ ば実 行 され ない。

②W.S.間 の メ ッセ ー ジ交 換

　 　 W.S.間 は メ ール ボ ック ス を経 由由して,メ ッセ ージの や り とりが で きる。

　　　 (E]Z)キ ーを使用 して下記タイプの・マンドを入力する・

　　　　　　　コマンド形態

MSG

n

R

D

・

E

}}

⑱

L』ぎ ㌶
(a)メ ッセ ー ジの送信

　 　 MSGnコ マ ン ド入力

　 　 　　 　 　 nは 送信 相手 先W.S.%

　 　 OKが 返 れば

　 　 　　 メ ッセ ージ を必要 な数 だ け イ ン プ ッ トす る。

　 　 メ ッセ ージ イ ンプ ッ トが終 れ ば

1
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　 　 　 　 MSGEコ マ ン ドを入力 す る。

　 　 "OK'が 返 れ ば メ ッセ ージ送 信終 了。

(b)受 信 メ ッセ ージ有無 の照 会

　 　 MSGDコ マ ン ド入力

　 　 結果 は下 記 の どち らか で表 示 され る。

　　　'b{蒜E

(c)受 信 メ ッセ ー ジの取 出 し

　 　 MSGRコ マ ン ド入 力

　 　 　受 信 テキ ス トが デ ィス プ レイに表示 され る。

　 　 　画 面 に ス ク ロール ア ップ方 式 で表 示 され,

　 　 　 スペ ースバ ー押 下 に よ り表 示 が一 時停 止 す る。

　 　 　再 度 ス ペ ー スバ ー押 下 に よ り表 示 が再 開 す る。

　 　 　 これ は繰 り返 しが 可能 で あ る。
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4.ス テ ー タ ス 情 報,統 計 情 報 の 表 示 　 　 　 　 　 　 　 t・i.

4.t　 ステ ータス情報 の表示

　 　MS.は(≡ ⊃ キ ーを押 下 して,　DSP(Display)コ マン ドを入力 す る こ とに よ り、各W.S.

　の稼動 状況(Connection及 びSessionの 状況)を 照 会す る こ とが で き.る。'(下 例参 照)

　 　本 コマ ン ドはMLS.の み に 許 され る特 権 コマ ン ドで あ るの で,他 のW.S.か ら入 力 レて も受 付 け ら

　れない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ',

S

S

W

囚

CONNECT

　 YES

　 YES

'SESSION

　 　YES

　 　NO

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　ステ ータ ス情 報表 示 例

4.2　 統 計 情 報 の 表 示

(1)セ ッ シ ョン終 了時 の表 示

　 　　各W.　S/tosホス ト・コン ピュ ータ と通信 した後,　 BYEコ マ ン ドを入 力 して セ ッシ ョンを解放 し

　 　た時,そ のW.S.に は 下例 の様 な統 計情 報 が画 面 上 に表 示 され る。

　 　　 表 示 内容

　 　　 　 　　セ ッ シ ョン確 立 時 間

　 　　 　 　　 　　 〃　 　 解 除 時 間

ダイ ヤル した 相 手先

受 信 パ ケ ッ ト数

受信 バ イ ト数

送信 パ ケ ッ ト数

送信 バ イ ト数

STAT工STICAL　 　工NFORTvtATION

SESSION　 　　　　14;35c20　 　　14;40=1S

　 　 DESTINATION　 　　XXXXXX

　 　 RECE　 I)ED　 P合C}くETS　 　　　　　　E2、

　 　 RECEI)ED　 BYTES　 　　　　　　　568

　 　 SENT　 　　　　PACfl::ETS　 　　　　　　5◎

　 　 SENT　 　　　　BYTES　 　　　　　　　328

セッション終了時の統計情報表示例
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② 　各W.S.毎 の統計 情 報 の表 示

　業 務 終 了後M.S.か らDCONコ マ ン ドを 入力 し,

MS。 毎 の統計 情報 をMS.画 面 に表示 す る6

　表 示 は各W.S.毎 で内 容 は下 記 項 目で ある。

　① コネ ク シ ョン開始 時 間

　② 　 　 　 〃　 　 終 了時 間

　③ セ ッ シ ョン開 始 時 間

　④ 　 　 　〃　 終 了時 間

⑤ .受信 パ ケ ッ ト数

⑥ 受 信 バ イ ト数

⑦ 送信 パケ ッ ト数

⑧ 送信 バ イ ト数

T.C.か らMS.を 切 り離 す と き,下 例 の様 な各

WS　 l　　　STATIST工CAL　 　INFORMATION

**　 CONNECT正 〔〕N　　1◎;25儒32　 -

*　 SESSION　 　　　　1(:)=26;1◎ 　-

　 　 　 DESTINATION:XXXXX層X

　 　 　 　RECEIVED　 F'AC};;:ETS

　 　 　 　RECEIVEID　 BYTES
　 　 　 　SENT　 　　　　P合C杖ETS

　 　 　 　SENT　 　　　　BYTES

10255=2《 ゴ

to:3(:)=32

23

2弍5

20・

234

W.S.毎 の統計 情 報 り表 示例
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5.各 コ マ ン ド 詳 説

　 コマ ン ドは第1文 宇 目に コマ ン ド指 示文 字 が入 り

が入 る。

　 フォ ーマ ッ トは下 記 の如 くで ある。

第2文 宇 目以後 に コマ ン ドとそ のオ ペ ラ ン ド等

　　　　　　　　　L_上y.二蕊 蔑)
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　コマ ン ド指示文 字(1バ イ ト)

　 第1文 宇 目の コマ ン ド指 示 文 字 は通 常 の キ ーボ ー ドか らは 入力 で きな い文 字(16進"FA袖)で あ

る 。

'マ ン ドは・・ンクシ・ンキ午 喧 録されているので(0～(三 三))一 般には・・

ンク シ ョン キ ーを使 用 して入 力 す る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ

・マンド指示文字のみはG=∋ 燈 録されているのでパ 撮 那@キ ーを押下 して

1文 字入力 し・次にキーボー ドからコマン ド入Pす る事も可能である・

・マン ドは敗 報 は小文字 どち らを入力しても・い.・ただ レ ・・マン ド中に大 ・叔 字を混合

させ て は な らな い。

　各 コマ ン ドとフ ァン ク シ ョ ンキ・一の対 応 及 び 以 降 に記 載 す る各 コマ ン ドの詳 細 説 明 頁 を以 下 に記

す。

(コ マ ジ ド)

　BYE

　CAN

　CON

　DCON

　DIAL

　DSP

　INT

MSG

TMOD

　　 　 　 　 　 　 コマ ン ド指示 文 字

(1)　 BYEコ マ ン ド(Good-Bye)

　 (f・4)キ ーを用 い て入 力 す る。

・(フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー)

　　　　(ED
　　　　@

　　　　O
　　　　o
　　　　@

　　　　o
　　　　@
　　　　o
　　　　o
　　　　@

(説 明 頁)

　 20

　 　21

　 　22

　 　22

　 　23

　 　24

　 　25

　 　25

　 　 26
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o

〈機 　能 〉

　　 　 ホ ス ト ・コ ンピ ュ ー タな らび に網 に対 して指示 を出 し,現 在 確 立 中 のセ ッシ ョン を ノ ーマ

　　 ル解 除 す る。

〈返 　答 〉 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　 　 　 　 　 　 ,

　① 　 OK

　　 　 BYEコ マ ン ドが 成功 し,セ ッシ ョンが解放 され た。　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 '

　　 　 OKが 出 る直 前 に,下 例 の様 な今 回完 了 した セ ッシ ョンに関 す る統 計情 報 を当該W.S.に 表

　　 示 す る。

STATISＴIC角L　 　INFORMATION

*　 SESSION　 　　　　14335;2(,-　 14.4(ハ.15

　 　 DESTINATION　 :　 XXXXXX

　 　 RECEIVED　 F'ACk:IETS　 　　　　　　52

　 　 RECE　 I)ED　 BYTE∈3　 　　　　　　 568

　 　 SENT　 　　　　PACド:ETS　 　　　　　　5(,

　 　 SENT'　 　　 BYTES'　 　　　　　 ・コ28

　 　 ②ILLEGAL　 BYE　 COMMAND

　 　 　　 セ ッ シ ョン確 立 中 でな い のにBYEコ マ ン ドが入 って来 た。

　 　③WS　 NOT　 CONNECTED

　 　 　　 WSが 現 在COnnect状 態 で ない。.　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

(2)CANコ マ ン ド(Cancel)

　　⊂ 三)キ ーを用いて入力する。

　 本 コマ ン ドは2回 続 け て入 力 しなけれ ば実 行 され ない。

　 〈機 　能 〉

　 　 　　 そ のWSに 係 る関係 をT.C.,W。S.双 方 と も(も し,セ ッシ ョンが確立 中 で あれ ば それ を

　 　 　 先 に解 除 し)強 制 的 にDiscOnnect状 態 とす る。

　 　 　　 本 コマ ン ドは ホ ス ト・コン ピュptタ と交 信 中,異 常 事態 等 が発 生 し,ホ ス ト'eコ ン ビ ュー

　 　 　 タ,T.C.　 WSの3著 聞 で状態 のずれ が生 じた と き3者 を一 度原 点 に戻 す と き等 に使 用 す る。

　 〈 返 ・答 〉 　　 　'　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 一　 '『 、

　 　 　　 "OK"

(3)　 CANnコ マ ン ド(CancelWSn)

　 　匝)キ ーを用 い て コマ ン ド指 示文 字 を入力 し,つ づ い て通常 キ ーボ ー ドか らコマ ン ド及 び

コマ ン ド ・オペ ラ ン ドを入 力す る。(本 コマ ン ドは フ ァング シ ョンキ ーに無 い)

　 〈機 　能>

　 　 　 　 MSか ら他 のW.　S.ft強 制 的 にDisρOnnect状 態 とす る。 そ のW.　S.が 現 在,セ ッ シ ョ ン確 立
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中 で あ って もこれ を まず解 除 し,つ づ いてDiSCOmectし て しま う。　 　 　　 　 '

通 常,WS側 の操 作 者 がDisconnectを 忘 れ て い る様 な場 合 に,　 MS.側 か らこれを お こな

うた め に使用 す る コマ ン ドであ る。

　 nはDisconnectす べ きW.S.Noで あ り数 字 入力 す る。

　 〈 返 　答〉

　 　 ①'"OK"

　 　 　　 　 　 CAN　 nコ マ ン ドが完 了 した。

(4)CONコ マ ン ド(Connect)

　 G二=i)キ ーを用いて入力する。

　〈 機 能 〉,　 　 　 　 ・

　　 ・　 WS土 論 理的 にT.C.に 接続 す る。

　　 ・　 M.S2■ 外 のW.　S.e:　M.　StoS　Connectさ れ た 状 態 に な って い なけ れば 受付 け られ ない。

　　 ・　 .TMODコ マ ン ド及 びCANコ マ ン ド以 外 の コマン ドは,そ のWSが 接 続 状 態 とな ってい

　　 　 なけれ ば受 付 け られ な い。 通 常W.　S.の電 源 立 ち上 げ後 まず この コマ ン ドを入 力 して使 用 す る。

　〈 返 　答〉

　　 ① 　OK

　　 　 　　 CONコ マ ン ドが成功 しCOnnect状 態 とな った。

　　 ②WS　 ALREADY　 CONNECTED

　　 　 　　 こ のWSは も うす でva　COnnect状 態 とな ってい る。

　　 ③COMMAND　 IWALID

　　 　 　　 コマ ン ドの スペ ル が間違 え てい る。

　　 ④MS　 NOT　 CONNECTED

　　 　 　　 マ ス ター 、・ステ ー シ ョンが未 だ 接続 状 態 とな って い ない。

(5)　DCONコ マ ン ド・(Disconnect)

0キ ーを使用 して入力する.

〈機 　能 〉

　 ・WSをTCか ら論理 的 に切 り離 す。'

　 ・　 MSか らこの コマ ン ドを入力 した と きに は,下 例 に示 す各WSの 統計 情 報 を画面 に表 示 す

レjS　l　 　　STATISTICAL　 　INFORMATION

**　 CONNECTION　 　1(,=25=32　 -　 1(,言55:20

　 *　 SESSION　 　　　　1`)言26;1《)　 -　 102ざO.32

　 　 　 　 DESTINATION=XXXXXX

　 　 　 　 　RECEIVED　 PACI・::EＴS　 　　　　 23

　 　 　 　 　RECEIVED　 E【YTE∈}　 　　　　　 235

　 　 　 　 　SENT　 　　　　F'ACf:::ETS　 　　　　　2◎

　 　 　 　 　SEINＴ 　　　　　BYτ 『E5　 　　　　　 234

一22一

〆



　る。

・　 この接続 中に セ ッ ション確 立 が何 度 も行 なわれ た場 合に は　 スペ ースバ ー　 押 下 に よ り1

っ つつ下 記例 の部 分 が表 示 され る。

*'SESSION　 1(・・3編2-1・)・35・57　 　

DESTINATION:YYYYYY

　 　 　 RECEIVED　 F'AC1・::ETS　 　　　　　65

　 　 　 RECEIVED　 BYTES　 　　　　 2321)

　 　 　 SENT　 　　　 PACI・::ETS　 　　　　60

　 　 　 已ENT　 　　　　BYTES　 　　　　　 S80

●

<コ マ ン ド入 力 の条件>

　 　 　 MS以 外 のW　SはConnect中 で,セ ッ シ ョン解除 中 で あれば レ)つで もこの コマ ン ドを入 力

　 　 で きる。

　 　 　 しか し,MSは 他 のW　 Sが す べ てDisconnect中 とな ってし(なけ れば こ の コマン ドを入力 で

　 　 きない。

〈返 　答〉

①

②

③

OK

　コ マン ドが実 行 されDisconnect.状 態 とな っtc。　　 　 　 　 　 　 　 　 ,

N㎝CO㎜NICAT　 I　NG,　 COMMAND　 I　GNORED

　 コマ ン ドを入 力 した が現 在通 信 中(セ ッ シ ョン確立 中)で ある ので コマ ン ドを無 視 した 。

OTHER　 WS　 CONNECTED,

他 のWSで ま だConnectさ れ た 状 態 の も の が あ る の に,　 M,SがDisconnect.し よ うと した 。

④　WS　 NOT　 CONNECTED

⑤

　 も うす でtrc　DiSCOnnectさ れ て い る。

COMMAND　 INVALID

　 コ マ ン ドの ス ペ ル が 間 違 え て い る。

(6)　 DIALコ マ ン ド(Dial),

o　 　 　　 　　 キ ー を用 いて 入力 す る。
　 　 　

　 〈機 　能〉

　 　 　　 ホ ス トコ ン ピュ ー タ側 に ダイ ヤル し,セ ッ シ ョンを確 立 す る。

　 〈 オペ レー シ ョン方 法〉 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　　　　 ⊂ 三)キ ー押下ぬ り本 ・マンドを入力すれ}ま・下例の齢 ダイヤル ・リス トが表示

　 　 　 され る。

　 　 　　 通信 相手 先 を選 びそ のPta(・一 番 前 の シーケ ンス面)を 入力 す る。 これ に よ りTCは パ ケ ッ

　 　 　 ト網 に対 し,ダ イヤ リン グ手続 を行 う。
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o

　 　 DIALIN6　 　LIST

NO.　 ADDRESS　 　CODE

()1　 　さ428561　 　CO糾OSK

《)2　　236782口 　　COMTYO

　 　 　528922弍 　　CO門CEN

NAME

COMNET　 OSAド:∩

COMNET　 TOト::YO

CONNET　 CENTER

　上 記 の リス トが表 示 され た時 点 で,こ の コマ ン ド自体 を毒 消 しtcい 部 分 は"0'を 入力 す

るo

返

①

く

②

③

④

⑤

⑥

答>

OK

　 Dialが 首尾 よ く成功 し,セ ッ シ ョンが確立 した 。

DIALING　 FAULT(× ×)

　 ダ イヤ ル を試 み た がつ な が らな か った。(× ×)は そ の原 因。

INVALID　 RESPONSE

　 返 答 した も のが数 字 で な い又 は限 度外 の数 字 で ある。

NOW　 CO㎜I　 CATING,　 COMMAND　 IGNORED
'

　 現 在 このWSは 通 信 で あ りダイ ヤル で きな い。

WS　 NOT　 CONNECTED

　 現 在WSがConnectさ れ た 状 態 で ない。　 　 　 　 1　　 4

COMMAND　 INVAL　 I　D

　 コマ ン ドの スペ ル が間違 って い る。

(7}　 DSPコ マ ン ド(Display　 Status)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '・

　 (f・6)キ ーを用 い て 入力 す る。

　 〈 機 　能 〉

　 　　　 現 在 の各WSの 状態(コ ネ ク シ ョン及 び セ ッ シ ョン)がMSの 画 面 上 に表示 され る6

　 　　　 本 コマ ン ドはMSか らの み入 力可 能 で あ り,他 のWSか らは入 力で きない。

　 〈返 　答〉

　 　 ① コマ ン ドが正 常 に受 付 げ られ れ ば,下 例 の よ うな情 報 が表示 され,最 後 に"OK"が 出 る。

STATUS　 INFOR卜1合TION　 　TIME=10:28;5()

　　 　　　　CONNECT

囚S　　　　　　　YES

WS　 　　　　　　YES

SESSION

　 YES

　 NO

－24一
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　 　②ILLEGAL　 DSP　 COMMAND

　 　 　　 MS以 外 のWSか ら,　DSPコ マ ン ドが 入 力 された。

　 　③WS　 NOT　 CONNECTED　 　 　 　 　 　 　 　 .　 ・ 、

　 　 　　 現 在COnnect状 態 では ない。

(8)INTコ マンド(1・terrupi)　 　 　 　 　 .　 　 　 ・、

　 ⊂ 三夏)キ ーを用いて入力する。　　　　　　　 ・　　 .　 1_　 　　 ・

　本 コマンドはつづけて2回 入力 しなければ実行されない。、

　〈機　能〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .、

　　　　現在確立中のセッションを強制的に解除する。

　　　　 ホス ト・コンピュータ側でエン ドレス ・ループとなったときの打ち切 りや,ホ スト側の処

　　　理が相当長時間となる業務で,ホ ス トへの依頼後途中での業務の打ち切 り等が本 コマン ドで

　　　可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :　 ...　　　　 .＼

　　　　本コマン ドが実行された後,こ のW.S,は セッションは解除状態,コ ネ■.ションは確立状態

　 　 　 と なる。

　 〈 返　 答 〉 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 ,.　 ,　　　 .　 、、

　 　 ① 本 コマ ン ドが正 常 に受 付 け られた と きは,BYEコ マ ン ド入 力時 と同 様 の統計 情 報 を表 示

　 　 　 し,最 後 にOKが 出 る。

　 　 ② 　　ILLEGAL　 INT　 COMMAND

　 　 　　 も うす で にセ ッシ ョンは解除 され て い る。

(9)　MSGコ マ ン ド(Message)

　　0キ ーを利用して入力する・

　 〈機 　能〉

　 　 　　 本 端末 シス テ ムのTCに 接 続 され てい るWS間 で メ ッセ ー ジのや り と りを 論 こな う。,

　　　　 メ・セージはメー・レ・ボ・クス経由斌 である・　 　 .　 　 　 、;,

　 〈 オペ レ ー シ ョン方 法〉

　 　 　　 本 コマ ン ドを 入力 す る と きは,そ のWS拡Comect状 態,セ ッ シ 亨ンは解 除 状 態 とな って

　 　 　 い なけれ ば な らない。

　　　　　 (〔[)キ ーを使用 して,下 記タイプの・マン ドを入力する・

　 　 　　 　 　 コマ ン ド形 態

MSG

n

R

D

E
}　 }

⑪

L二 ぎ1ポ;ご;裟 .
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　　 各場合における手順　　　　　　　　　　　　　　　'

　　 ① メッセージの送信 　 　 　 　 　 　 　 1tt

　　　　 MSGnコ マンド入力

　　　　　　　　 nは 送信相手先WS%　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　 OKが 返れば　　　　 ,

　　　　 メッセージを必要な数だけインプットする。　　　　　　　　　　∀

　　　　 メッセージインプッ トが終れば,

　　　　 MSGEコ マン ドを入力する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　"OKnが 返ればメッセージ送信終7'

　　 `②　受信メジ毛Lジ 有無の照会　　　　　　　　　　　　　　　　　　1'　　 t-　-

　　　　 MS'GDコ マン ド入力

　　　　 結果は下記のどち らかで表示 される。

　　　　　　　 YES
　　　　　　　{　　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　 .、　　　　　　　 N

ONE

　　 ③ 受信メッセージの取出し

　　　　　M3'GRコ マン ド入力　　　　　 '　　　　　　　　　　　　 .L

　　　　　 受信テキス トがディスプレーに表示される。

　　　　 画面にスクロールアップ方式で表示され,　　　　　　　　 い　　　 ペ

　　　　　スペースバー押下により,表 示が一時停止する。

　　　　　再度スペースバー押下により,表 示が再開する。　　 《

　　　　　これは繰返 しが可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

⑩　 TMODコ マン ド(Terminal　 Mode変 更)

⑭'¥・em6{入 力するパ 　 ・'　 一'

　 〈機 　能〉

　 　 　 　 タ ー ミナル モ ー ド1と2の 変 更 を お こな う。

〈iベ レ」 鈷 シ方 法 〉'tt"・ ・　 "tt

　 　 　 　 下記 のパ タ ー ンで入 力す る。

　　　　　　　・M・DU}⑬ 　 　 　 e　・i　　　　　　　 　 　

　　　　　　　　　L三 嶽 畜 ド㌶:㌫.
　 　 　 　 本 コマン ドは コネ ク シ ョン及 び セ ッ シ ョンが が どの様 な状 態.のと きで も入力 可能 で あ る。

　 　 　 た だ し,変 更 が 行わ れ た始 点 で,そ れ まで表 示 され てい た画面 ρ 内容 はク リア され て しま う・

　 　 　 　 タ ー ミナル モ ー ド1状 態 の ときTMO　 D'　'1を,タ ー ミナル モ'一ド2状 籠 の と きTMOD2

　 　 　 を入 れれ ば そ の コマ ン ドは無 視 され る。:　 ～
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